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◆◆◆ 「JABEE NEWS」   第 38号（2015年 10月 23 日）◆◆◆ 

************************************************************************ 

 平素から一般社団法人日本技術者教育認定機構（JABEE）の事業活動にご理解とご協力を 

 賜り、誠にありがとうございます。 

 今回の JABEE NEWS の項目は以下の通りです。 

************************************************************************* 

【目次】 

１．「国際的に通用する技術者教育ワークショップシリーズ第 6回」開催のお知らせ 

２．ソウル協定説明会の開催 

３．IABEE設立プロジェクト推進 

４．キャンベラ協定加盟審査チームが来日 

５．JABEE審査員研修会実施結果報告 

       

 

１．「国際的に通用する技術者教育ワークショップシリーズ第 6 回」開催のお知らせ 

プログラムの学習･教育到達目標の総合的達成度評価は、教育の質保証にとって必須でありなが

ら、現状では適切な評価が十分行きわたっているとは言えません。総合的達成度評価は評価方

法だけの問題ではなく、適切な学習･教育到達目標の設定、各目標で示される知識･能力の育成

法、各種の目標(特に汎用的能力）の達成度評価法、などが全体として整合しており、システム

的に運用されることが必要です。 

そこで本研修では、総合的達成度評価についての解説、先進事例を学んだのちに、現実のいくつ

かの学習･教育到達目標に即して、これを育成するカリキュラムの設計、各科目の評価、および

各学習･教育到達目標の達成度を総合的に評価する方法、について考えていただくワークショッ

プを開催致します。 

(1) 開催日時：2015年 12月 5日（土）10:00～17:00 

(2)会場：芝浦工業大学 豊洲キャンパス 教室棟 407 教室 

(3)主催：一般社団法人日本技術者教育認定機構(JABEE),公益社団法人日本工学教育協会<共催> 

(4)募集人員：90名 

ワークショップの詳細とお申込み方法については、日本工学教育協会のウェブサイト

（https://www.jsee.or.jp/muojgfrig） に 10月 27日頃、掲載予定です。 

 

 

２．ソウル協定説明会の開催（11 月 14日(土)） 
JABEEは 2012年度に基準改定を行い、2016 年度以降は全ての審査が新基準に基づいて行われま

す。一方、JABEEは 2008年度にソウル協定に加盟し、2016年度にはその加盟を継続するための

審査が行われます。 

そこで、JABEEはこの機会に情報系プログラムの関係者の皆様にソウル協定についてご理解を

一層深めていただくとともに、ソウル協定対応の認定種別として設置された「情報専門系学士

課程」の認定の拡充を図ることを目的に、ソウル協定の説明会を開催することにいたしまし

た。多数のご参加をお待ちしています。 

 

◇日時： 2015年 11月 14日(土) 13:00-17:30（受付開始 12：30-） 

◇会場：早稲田大学西早稲田キャンパス 62W号館 1階 大会議室 

◇参加費： 無料 

◇交通費: 自己負担 

◇プログラム 
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    JABEEホームページトップの「ニュース・お知らせ」欄から開催案内をダウンロードしてご

覧ください。 

◇申込方法 

    上記開催案内に添付の申込書に必要事項をご記入の上、メール 添付にて下記宛にお送りくだ

さい。 

         JABEE 事務局  高橋    info@jabee.org 

   ※参加受付締切： 2015 年 11月 6 日（金） 

 

３．IABEE 設立プロジェクト推進 

JICAより業務委託を受けて実施中のインドネシアエンジニアリング教育認定機構(IABEE)設立プ

ロジェクトの第 1年次(2014 年 11月～2015年 9月)が予定通り完了しました。 

第 1年次では IABEEの設立形態や国内義務認定への関与方法といった IABEE の根幹に関わる事

項の検討が実質的に終了し、認定に必要な文書等の整備に関してはワシントン協定加盟団体の

事例を踏まえつつ、インドネシアの事情に即した文書(認定共通基準、基準解説書)が策定され

ました。IABEEの体制については既に運営委員会、基準委員会、審査・認定委員会の 3委員会

が立ち上がり、主体的に活動を開始しています。 

10 月から第 2年次(2015 年 10 月～2017 年 3月)がスタートし、2019年のワシントン協定暫定加

盟に向けてプロジェクト推進を図ります。 

 

４．キャンベラ協定加盟審査チームが来日 

キャンベラ協定は 2008年に設立された建築教育認定団体の国際的協定です。UNESCO-UIA 建築

教育憲章に則った教育プログラムを認定する団体が加盟しています。JABEE は UNESCO-UIA によ

る認証の実績を評価され、2014年 9 月にキャンベラ協定へ暫定加盟を果たしています。今般、

正式加盟に向けて、キャンベラ協定の審査チームが来日し、JABEE の実地審査を視察しまし

た。（10月 17日～20 日） 

 

５．JABEE 審査員研修会実施結果報告 

2015年度の JABEE審査員研修会は以下の 3 回開催しました。 

＜日帰り研修＞7月 11 日(土) 建築会館ホール 

＜1泊研修＞ 7月 4日(土)～5日(日)、8 月 1日(土)～2日(日) クロスウェーブ船橋 

日帰り研修会には、審査長 33 名、審査員 60名、オブザーバー18名の総勢 111名が参加しまし

た。また、1 泊研修会には審査長 68名（審査団長、副審査団長、主審査員含む）、審査員 58

名、オブザーバー11名の総勢 137名が参加しました。本年度の審査員研修会には 3 回の合計で

248名の審査長、審査員及びオブザーバーが参加したことになります。研修会では、有信会長

（1泊研修会）／岸本副会長（日帰り研修会）による挨拶に始まり、延べ 13名の JABEE 関連委

員会の委員が講師を担当したほか、1泊研修会では延べ 13 名がグループワークのファシリテー

ターを担当しました。 

本年度の研修会では、昨年度から実施している事前研修会課題として、架空の二次審査報告書

に関する問題点指摘の課題を日帰り、1 泊の両研修会参加者に事前に送付して検討していただ

きました。本課題については、研修会において講師より問題点のポイントの説明があり、参加

者へのアンケートでは、特にグループワークのない日帰り研修会参加者から、具体的で大いに

役立ったとの意見が多数寄せられました。 

1 泊研修会でのグループワークでは、昨年度と同様に 2 つの検討課題の合計 5項目について検

討し、発表していただきました。参加者を 15 グループに分けて、各グループが全課題（5項

目）を検討し、その中から各グループの代表者が 1つの課題について検討結果を発表しまし

た。発表ではグループ間での意見交換も行われるなど、全員参加型の活気にあふれた意義のあ

る研修会となりました。 

 

************************************************************************** 
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 JABEEではタイムリーな情報発信ツールとして、ほぼ毎月 1 回メールニュース「JABEE NEWS」 

 を発行、JABEE認定プログラムや各分野並びに分野を運営していただく正会員学協会など、 

 広く JABEEに関係する方々にお届けしています。  

 内容についてのご意見ご要望をお寄せいただくことはもちろん、配信先の追加、変更、停止 

 等のご希望がありましたらお知らせ下さい。 

 また、お手許で関係先への転送をご手配いただいている配信先につきましては、ご指示を 

 いただければ当方から直接配信をさせていただきますので、配信先リストをお送り下さい。 

 （「JABEE NEWS」は bccで配信させていただきます。） 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 一般社団法人日本技術者教育認定機構 事務局（広報担当） 

 〒108-0014  東京都港区芝 5-26-20 建築会館 4階 

 TEL：03-5439-5031  FAX：03-5439-5033 

 Mail : koho@jabee.org 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 


